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⚾䛯䛱䛜ᣢ⥆ྍ能䛷㇏か䛺社会をᙧ成䛧発ᒎ䛧䛶い䛟䛯䜑䛻は䠈化学と生命䛻㛵わる科学技術を理学ⓗ䛒るいは工学ⓗ䛻理

解䛧ά用䛷䛝るከ䛟のே材䛜ᚲせ䛷す。䛭䜜は䠈ᗈいព࿡の機能性材料䜔構造材料䛺䛹の先端物質䜔こ䜜䜙を組䜏合わ䛫䛯シ

ステム䜔プロ䝉スを◊✲開発する䛯䜑䛻ᚲせ䛺䠈化学の専門▱㆑䜔基礎技術を⮬ᅾ䛻౑いこ䛺すこと䛜䛷䛝るே材䠈䛒るいは䠈

䛭䜜䜙を安全か䛴ຠ率ⓗ䛻製造䠈฼用する䛯䜑䛻ᚲせ䛺専門▱㆑䜔応用技術を㌟䛻䛴䛡䛯ே材䛷す。化学の基盤を䛺す学ၥ

分㔝をල体ⓗ䛻ᣲ䛢ると䠈䝉ラ䝭䝑クス䜔金属䛺䛹をᢅ䛖無機化学䠈プラス䝏䝑ク䠈化成ရ䠈་⸆ရ䜔㎰⸆䛺䛹をᢅ䛖有機化学䠈こ

䜜䜙䛜」合䛧䛯電子材料䠈触媒材料䜔バイ䜸䝬テ䝸䜰ル䛺䛹をᢅ䛖材料化学䠈䛭䜜䜙各論を理論ⓗ䛻ᨭ䛘る物理化学䜔᪉ἲ論と

䛧䛶ᨭ䛘る分析化学䛜䛒り䜎す。୍᪉䠈こ䜜䜙の学ၥを応用䛧䛶物質䜔エネルギーを工ᴗⓗ䛻生⏘するプロ䝉ス䜔システムをᢅ䛖

化学工学䜔エネルギー工学䠈こ䜜䜙をᨭ䛘る環境科学䜔安全工学䛺䛹ᐇ㊶ⓗ䛺工学䜒㔜せ䛷す。䜎䛯䠈生命現㇟の理解䜒化学

䜔工学のᒎ開とᐦ接䛻㛵ಀ䛧䠈現代社会䛻䛚䛡るᚲ㡲の素㣴䛷す。䛭のよ䛖䛺ே材を育成する䛯䜑䛻䠈ᮏ学科䛻はḟの 3 䛴の

教育プログラム䛜用ព䛥䜜䛶い䜎す。 

 

(1) 化学教育プログラム （化学 EP）䠖物質䜔生命のୡ⏺をཎ子䜔分子のレ䝧ルか䜙㏣✲する᭱先端の化学と䠈社会のせㄳ䛻基

䛵い䛶化学を฼用䛷䛝る技術⪅・◊✲⪅を㣴成する。 

(2) 化学応用教育プログラム （化学応用 EP）䠖化学の基ᮏཎ理を応用䛧䠈高度䛺化学཯応プロ䝉ス䜔先端材料の๰製䠈᪂エネ

ルギー材料の開発䠈ᐇ㊶ⓗ䛺安全⟶理䜔環境๰ฟ䛺䛹䠈現代社会のㄢ㢟の解Ỵ䛻㈉⊩䛷䛝る技術⪅・◊✲⪅を㣴成する。 

(3) バイ䜸教育プログラム （バイ䜸 EP）䠖生物䜔⮬↛のㅦを⣣解䛟とと䜒䛻䠈䛭䜜䜙䛻⛎䜑䜙䜜䛯ⱥ▱を᫂䜙か䛻䛧䛶応用ᒎ開を

目指す技術⪅・◊✲⪅を㣴成する。 

 

ⓙ䛥䜣は䠈こ䜜䜙の教育プログラムのᐇ㊶を㏻䛧䛶䠈 

(A) ᅜ㝿ⓗ䛺ど㔝をᣢ䛱䠈社会䛻䛚䛡るㅖၥ㢟をいろいろ䛺どⅬ䛻❧䛳䛶ከ面ⓗか䛴⥲合ⓗ䛻と䜙䛘ること䛜䛷䛝るよ䛖䛺῝い

教㣴と㇏か䛺ே間性を㌟䛻䛴䛡る䠈 

(B) 化学・生命系の科学技術分㔝䛻䛚い䛶ᚲせと䛥䜜る基礎学力を㌟䛻䛴䛡る䠈 

(㻯) 化学・生命系の科学技術分㔝䛷᪂䛯䛺◊✲開発䜔技術開発を⾜䛖䛯䜑の応用能力を㌟䛻䛴䛡る䠈 

(㻰) ◊✲開発䜔技術開発を計⏬ⓗ䛻㐙⾜する䛯䜑の論理ⓗᛮ⪃能力䛺䜙䜃䛻䝁䝭䝳ニ䜿ーシ䝵ン能力を㌟䛻䛴䛡る䠈 

こと䛜ྍ能䛷す。 

 

��� ᩍ⫱ࡢㄢ⛬ 

䛂化学 EP 䛚よ䜃化学応用 EP䛃䛷は䠈2 ᖺḟ᫓学ᮇ䜎䛷は䠈ཎ๎と䛧䛶全ဨ䛜➼䛧い教育をཷ䛡る。こ䜜䛻は䠈኱学生と䛧䛶䜅

䛥わ䛧い教㣴とㄒ学力を㌟䛻䛴䛡る䛯䜑の全学ඹ㏻の䜹䝸䜻䝳ラムと䠈理工学部の化学と化学応用の理解䛻୙ྍḞ䛺基礎学力を

㌟䛻䛴䛡る䛯䜑の䜹䝸䜻䝳ラム䛜組䜎䜜䛶いる。2 ᖺḟ⛅学ᮇか䜙は䠈䛭䜜䛮䜜の EP 䛻分か䜜䛶専門性の高い▱㆑と応用力を㣴

成する䛯䜑の教育をཷ䛡る。 

䛂バイ䜸 EP䛃䛷は䠈1 ᖺḟᙜึか䜙䠈バイ䜸䝃イエンス䜔バイ䜸テク䝜ロ䝆ーの専門ᐙを㣴成する䛯䜑䛻≉化䛥䜜䛯䜹䝸䜻䝳ラム

䛜⦅成䛥䜜䛶いる。 

䛺䛚䠈እᅜㄒと専門基礎科目の୍部は 㻯㼎1䠈㻯㼎2 の 2 クラス䛒るいは 㻯㼠1䠈㻯㼠2䠈㻯㼠3 の 3 クラス䛻分か䜜䛶ᤵᴗをཷ䛡る。 

 

 㢮✀ࡢ┠⛉ ���1�

化学・生命系学科䛷は全学教育科目䠈基礎演習科目䠈専門基礎科目䠈ཬ䜃専門科目䛷䜹䝸䜻䝳ラムを構成䛧䛶いる。各科目

は教育プログラムẖ䛻䛭のᒚಟのᚲせ度䛻応䛨䛶ḟのよ䛖䛻分㢮䛥䜜䛶いる。 

ᚲಟ科目䠖  単位のಟ得䛜⩏ົ௜䛡䜙䜜䛯科目。 

‽ᚲಟ科目䠖 ᒚಟ䛜⩏ົ௜䛡䜙䜜䛯科目。（䛯䛰䛧䠈ᒚಟⓏ㘓の取りᾘ䛧はㄆ䜑䛺い。） 

㑅ᢥᚲಟ科目䠖 指定䛥䜜䛯科目⩌か䜙ᚲせ䛺単位数௨ୖのಟ得䛜⩏ົ௜䛡䜙䜜䛯科目。 

㑅ᢥ科目䠖  ᚲಟ科目䜔㑅ᢥᚲಟ科目のᒚಟ基‽を‶䛯䛧䛯ୖ䛷䚸指定䛥䜜䛯科目⩌のᚲせ䛺単位数䛻ྵ䜑ること䛜

  䛷䛝る科目。 

䛭の௚の科目䠖 ᡤ属እ EP䠈ᮏ学の௚学科䠈௚学部䠈䛺䜙䜃䛻単位஫᥮༠定を結䜣䛷いる௚኱学の科目䠈䛺䜙䜃䛻䠈教⫋

  䛻㛵する科目。༞ᴗせ௳の取ᢅい䛻䛴い䛶は教ົጤဨ䛻┦ㄯすること。 
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(2-2) 履修登録単位数の上限 

化学・生命系学科では表 2－1 に示すように，一つの学期に履修登録できる総単位数に上限を定めている。この単位数を超え

た履修登録はできないので注意すること。ただし，表 2－2 に示す科目群については，教育プログラム上の観点から履修登録上

限単位数の計算から除外されている。また，1 年次秋学期は，春学期の成績の GPA が化学 EP および化学応用 EP では 4.000

以上，バイオ EP では 3.000 以上，2 年次春学期以降はその直前学期の成績の GPA が 3.000 以上の学生は，履修登録単位数

の上限が 26 単位に緩和される。ただし，編入学生の初学期は上限を 26 単位とする。 

 

表 2－1 一学期に履修登録できる単位数の上限 

学年 1 年次 2 年次以降 

学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 

履修単位数の上限 
26 

22 22 22 

上限緩和後の単位数 26 

 

表 2－2 履修登録上限単位数に含まれない科目名 

区分（対象者） 科  目 

全学教育科目 

（全員） 
健康スポーツ演習 B 

基礎演習科目 

（全員） 
化学・生命情報処理演習，化学・生命基礎演習 A，B 

専門基礎科目 

（全員） 

物理実験，化学実験，応用数学演習 A，応用数学演習 B，化学・生命基礎

実験Ⅰ，化学・生命基礎実験Ⅱ 

化学 EP 専門科目 

（化学 EP） 

技術者安全・倫理教育 B，化学 EP 演習Ⅰ～Ⅲ，化学 EP 基礎実験，化学

EP 特別実験，化学 EP 研究実習Ⅰ～Ⅴ，卒業研究Ⅰ，卒業研究Ⅱ 

化学応用 EP 専門科目 

（化学応用 EP） 

技術者安全・倫理教育 A，化学応用 EP 演習Ⅰ～Ⅳ，化学応用 EP 実験

Ⅰ，化学応用 EP 実験Ⅱ，化学応用 EP 研究実習Ⅰ～Ⅹ，機械装置設計・

製図，卒業研究Ⅰ，卒業研究Ⅱ 

バイオ EP 専門科目 

（バイオ EP） 
バイオ基礎実験，バイオ専門実験，バイオ EP 研修Ⅰ～Ⅹ 

教職科目 

（教員免許希望者） 

教育の基礎的理解に関する科目等（13 ページの表 3 参照）、教科及び教

科の指導法に関する科目のうち各教科の指導法（情報機器及び教材の活

用を含む）に関する科目（17 ページの表 4-2-1 参照）、専門基礎科目のう

ちの教職関連科目（C6 ページの表 3-2、C17 ページの表 4-2 参照） 

副専攻科目 

（副専攻希望者） 

理工学部副専攻プログラム科目（ただし，主専攻の科目として履修する場

合は履修登録単位上限の科目に含まれる） 

 

 

(2-3) 転 EP と EP 配属 

2 年次進級時に各学科共通の規定に基づき「化学 EP および化学応用 EP」と「バイオ EP」の間で転 EP が行われた後,「化学

EP および化学応用 EP」の学生は，その志望と 1 年次末までの成績 （GPA） に基づいて，「化学 EP」または「化学応用 EP」に配

属される。表 3－1 の履修基準表にある「1 年次末までに修得すべき単位数」を満たし，基礎科目の準必修科目を履修済みである

ことが配属の条件である。 

 

(2-4) 取得できる学位の種類 

課程を修了すると，化学 EP では学士（理学）または学士（工学）の一方を，化学応用 EP とバイオ EP では学士（工学）の学位を

授与される。 

 

(2-5) 大学院への飛び入学 

2 年次末の成績が本学大学院理工学府または環境情報学府の入学試験受験資格規程を満たす場合，希望する学生は，3 年

次に本学大学院理工学府または環境情報学府の次年度入学生第一次募集入学試験を受験することができる。ただし，その場合，

学士の学位は授与されないので注意すること。詳細は，教務委員ならびに大学院入試委員に相談すること。 
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ୖ⣭学ᖺྥ䛡開講科目 （入学後 Q ᖺ目䛻䛚い䛶 (Q��) 学ᖺ௨ୖの科目） をᒚಟすることは䛷䛝䛺い。䛯䛰䛧䠈᪩ᮇ༞ᴗᕼ

ᮃ⪅の༞ᴗ◊✲Ⅰ・Ⅱはこの㝈り䛷は䛺い。2ᖺḟ᫓学ᮇ䜎䛷䛻開講䛥䜜るクラス分䛡の䛒るᤵᴗは䠈᫬間๭䛻グ㍕䛥䜜䛯クラス

分䛡䛻ᚑ䛖こと。理工学部基盤科目䛷は䠈化学・生命系学科ྥ䛡䛻開講䛥䜜る科目をᒚಟすること。䛺䛚䠈全学教育科目の୰䛻

はᒚಟⓏ㘓ே数䛻ไ㝈 （ᢳ㑅䛻よりྍྰ䛜Ỵ䜎る） を設䛡䛶いる科目・クラス䛜䛒るの䛷ὀពすること。 

 

����� ༞ᴗࡢせ௳ 

4 ᖺ௨ୖᅾ学䛧䠈全学教育科目 3㻜 単位௨ୖ䠈ᡤ属する教育プログラム䛜定䜑る学部教育科目か䜙 㻥4 単位௨ୖの䠈合計 124

単位௨ୖを 㻳PA 䛜 2㻚㻜㻜㻜 ௨ୖの成⦼䛷ಟ得 （ヲ⣽᮲௳はḟ䛻♧すᒚಟ基‽表䛻ᚑ䛖こと） 䛧䠈か䛴༞ᴗᑂᰝ䛻合᱁すること

䛜ᚲせ䛷䛒る。䛺䛚䠈教育⫋ဨචチ≧取得ᕼᮃ⪅は䠈➨Ⅰ❶の䛂教育⫋ဨචチ≧の取得䛻䛴い䛶䛃をཧ↷すること。 

 

 

��� ໬学ᩍ⫱プログラムࡧࡼ࠾໬学ᛂ⏝ᩍ⫱プログラム 

 
���1� ໬学ᩍ⫱プログラムࡧࡼ࠾໬学ᛂ⏝ᩍ⫱プログラムඹ㏻㡯┠ 
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化学教育プロクラム䛚よ䜃化学応用教育プログラムの教育ㄢ⛬の概せを図3䠉1䛻♧す。1ᖺḟ䛻は୺䛻全学教育科目䛚よ䜃

学部教育科目の専門基礎科目を୰ᚰ䛻学習䛧䠈2ᖺḟึ䜑䛻ᕼᮃと成⦼䛻より EP 㓄属䛥䜜る。2ᖺḟ⛅学ᮇ௨㝆はᡤ属の䠡䠬

の専門科目を୰ᚰ䛻学ಟする。3ᖺḟ⛅学ᮇ௨㝆䛻後㏙する༞ᴗ◊✲䛻╔ᡭ䛷䛝る᮲௳䛻グ㏙䛧䛯ᡭ㡰䛷༞ᴗ◊✲をᐇ᪋す

る◊✲ᐊをỴ定䛧䠈4ᖺḟ䛻༞ᴗ◊✲を⾜い䠈༞ᴗせ௳を‶䛯䛧䛯⪅䛜学ኈ(理学)䜎䛯は学ኈ(工学)と䛧䛶༞ᴗする。⠇目の学

ᮇᮎ䛻は表3䠉1のᒚಟ基‽のಟ得単位数を‶䛯䛥䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺い。䜎䛯䠈化学 EP 䜒䛧䛟は化学応用 EP の専門基盤を学䜆と

と䜒䛻㻘 EP ᶓ᩿ⓗ䛺エネルギー化学分㔝教育をᒚಟすること䛜䛷䛝る。ヲ䛧䛟は (3㻙4) エネルギー化学分㔝教育䛻䛴い䛶をཧ

↷すること。 

 

1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 卒業 

         

         

         

         

         

         

         

         

 

ᅗ �㸫1 ໬学 (3 ⏝໬学ᛂࡧࡼ࠾ (3  ⛬ᩍ⫱ㄢࡢ

専⾨基礎科⽬ 

化学応⽤ EP 専⾨科⽬ 学⼠ 
(⼯学) 

全学教育科⽬ 

化学 EP 

化学応⽤
EP 

EP 配属 卒業研究配属 

化学 EP 理学系専⾨科⽬ 
 

学⼠ 
(理学) 

化学 EP ⼯学系専⾨科⽬ 

化学 EP 理⼯共通専⾨科⽬ 
卒 
業 
研 
究 
, 

卒 
業 
研 
究 
,, 

学⼠ 
(⼯学) 

基礎演習
科⽬ 

Խ
学
ɾ

ੜ
໋
ܥ
学
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表 3－1 化学 EP および化学応用 EP の履修基準 

a) 外国人留学生は日本語科目 2 単位を代替できる。 

b) 準必修科目を全て履修済みであること。 

c) 工学系選択必修科目も含めることができる。 

d) 理学系選択必修科目も含めることができる。 

e) 化学応用 EP は 94 単位中 2 単位については，所属外 EP，本学の他学科，他学部，ならびに単位互換協定を結んでい

る他大学で修得した 2 単位を充てることができる。ただし，教員免許に関連する科目は，これに充てることはできない。 

f) 化学 EP および化学応用 EP では放送大学科目の履修科目のうち，全学教育科目の基礎科目 2 単位まで，初修外国

語科目 2 単位までが卒業に必要な単位に算入することができる。ただし，再履修科目に類似した科目や本学で類似の

科目を開講していない科目の履修に制限する。卒業要件に含める目的の放送大学科目の履修にあたっては事前に化

学•生命系学科の教務委員に相談すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

科目群 

1 年次末まで

に 修 得 す べ

き単位数 

3 年次春学期

末 ま で に 修

得 す べ き 単

位数 

卒 業 研 究 着

手 に 必 要 な

単位数 

卒業に必要

な単位数 

全
学
教
育
科
目 

基礎科目 

人文社会系科目  4 4 4 

自然科学系科目 
準必修科目を

履修済みであ

ること 

4 4 4 

外
国
語

科
目 

英語科目  6 6 6 

初修外国語 a)  2 2 2 

外国語科目小計 4 8 8 8 

健康スポーツ科目  選択2 単位まで 選択2 単位まで 選択2 単位まで 

全学教育科目小計 10 22 26 30 ｆ) 

学
部
教
育
科
目 

基礎演習科目  2 2 2 

専
門
基
礎

科
目 

必修科目 2 6 6 6 

選択必修科目 16 26 30 b) 30 b) 

専門基礎科目小計 18 32 36 36 

専
門
科
目 

化学 EP 必修科目 － 4 7  13 

 
学士 

(理学) 

理・工共通と理

学系選択必修

科目 

－ 10 c) 12 12 

専門科目小計 － － － 33 

 
学士 

(工学) 

必修科目 － 4 7  13 

理・工共通と工

学系選択必修

科目 

－ 10 d) 12 12  

専門科目小計 － － － 33 

化学応用 EP 

    学士 

    （工学） 

必修科目 － 3 4 12 

選択必修科目 － 12 16 16 

専門科目小計 － － － 33 

 学部教育科目小計  65 79 94 e) 

合計  90 109 124 



& � 
 

���1��� ᡂ⦼ᢅࡢい 

成⦼㡰位௜䛡䠈᪩ᮇ༞ᴗ䛚よ䜃኱学㝔䜈の㣕䜃入学の基‽䛻は䠈ᙜヱᮇᮎ䜎䛷の成⦼の 㻳PA 䛜౑わ䜜る。䜎䛯䚸ᮇẖの成

⦼ඃ⚽⪅表ᙲ䛻䛴い䛶はᙜヱᮇ䛻䛚䛡る成⦼の 㻳PA 䛜౑わ䜜る。䛯䛰䛧䚸㻳PA 䛜➼䛧いሙ合は 㻳P㼀 の高い᪉をୖ位とする。 

 

���1��� ༞ᴗ◊✲に╔ᡭ࡛ࡿࡁ᮲௳ 

化学・生命系学科の学生䛻と䛳䛶の༞ᴗ◊✲は䠈୚䛘䜙䜜䛯᮲௳のୗ䠈⮬䜙ᐇ㦂を計⏬䛧ᐇ᪋すること䛻より䛭䜜䜎䛷䛻得䜙䜜

䛯▱㆑䜔技術を⼥合䛧確固䛯る䜒の䛻するሙ䛷䛒り䠈ᑗ᮶䠈技術⪅䜔◊✲⪅と䛧䛶⊂り❧䛱する䛯䜑の礎を⠏䛟䛯䜑䛻ᴟ䜑䛶㔜

せ䛺機会と位置䛵䛡䜙䜜る。表 3䠉1 䛻䛒る䛂༞ᴗ◊✲╔ᡭ䛻ᚲせ䛺単位数䛃を‶䛯䛧䛯学生は༞ᴗ◊✲䛻╔ᡭすること䛜䛷䛝る。 

 

表 3䠉1 䛻䛒る䛂3 ᖺḟ᫓学ᮇᮎ䜎䛷䛻ಟ得す䜉䛝単位数䛃を‶䛯䛧䛯学生は䠈3 ᖺḟ⛅学ᮇᙜึ䛻䛭のᕼᮃと成⦼䛻より䠈➨

୍ḟ㓄属⪅と䛧䛶༞ᴗ◊✲をᐇ᪋する◊✲ᐊ䛜Ỵ定䛥䜜る。䛯䛰䛧䠈䛂༞ᴗ◊✲╔ᡭ䛻ᚲせ䛺単位数䛃を‶䛯す䛯䜑䛻 3 ᖺḟᮎ

䜎䛷のᚲಟ科目のಟ得䛜⩏ົ௜䛡䜙䜜る。䜎䛯䠈➨୍ḟ㓄属䛥䜜䛺か䛳䛯学生の䛖䛱䠈3 ᖺḟ⛅学ᮇ䛻ᒚಟⓏ㘓䛧䛯科目をಟ得

すること䛷䛂༞ᴗ◊✲╔ᡭ䛻ᚲせ䛺単位数䛃を‶䛯す学生は䠈3 ᖺḟ⛅学ᮇᙜึ䛻䛭のᕼᮃと成⦼䛻より䠈➨஧ḟ㓄属⪅と䛧䛶༞

ᴗ◊✲をᐇ᪋する◊✲ᐊ䛜Ỵ定䛥䜜る。 

 

���1��� ༞ᴗࡢせ௳ 

(2㻙㻣) 䛻䛒る༞ᴗのせ௳䛻ຍ䛘䛶䠈表 3䠉1 のᒚಟ基‽表䛻䛧䛯䛜い䠈୧ EP 䛻ඹ㏻の表 3䠉2 （全学教育科目䠈基礎演習科

目と専門基礎科目୍ぴ） 䛚よ䜃䠈化学 EP ᡤ属学生の䛯䜑の表 3䠉3 （化学 EP 専門科目୍ぴ）䠈䜎䛯は䠈化学応用 EP ᡤ属学

生の䛯䜑の表 3䠉4 （化学応用 EP 専門科目୍ぴ） 䛻䛒るᒚಟ基‽を‶䛯すこと䛜ᚲせ䛷䛒る。 

 

���1��� ඲学ᩍ⫱⛉┠㸪ᇶ♏₇⩦⛉┠࡜専㛛ᇶ♏⛉┠ 

表 3䠉2 䛻化学 EP 䛚よ䜃化学応用 EP の全学教育科目䠈基礎演習科目と専門基礎科目୍ぴを♧す。全学教育科目䛻䛴い䛶

は䡞全学教育科目ᒚಟ᱌内䡟の指♧䛻ᚑ䛖とと䜒䛻表 3䠉2 の᮲௳を‶䛯すこと。 

 

 

⾲ �㸫� ໬学 (3 ⏝໬学ᛂࡧࡼ࠾ (3  ඲学ᩍ⫱⛉┠㸪ᇶ♏₇⩦⛉┠㸪専㛛ᇶ♏⛉┠୍ぴࡢ

⛉
┠
༊
ศ㻌

科目名 

単位数 ẖ㐌ᤵᴗ᫬間数 㼎) 

ᒚಟ基‽ ᚲ

ಟ 

㑅ᢥᚲಟ 㑅

ᢥ 

1 ᖺ 2 ᖺ 3 ᖺ 4 ᖺ 

‽ᚲಟ 㼍)  ᫓ ⛅ ᫓ ⛅ ᫓ ⛅ ᫓ ⛅ 

඲
Ꮫ
ᩍ
⫱㻌

⛉
┠㻌

物質工学と社会（⮬）  2   2        

㻙 㼍) 安全・環境と社会（⮬）  2   2        

エネルギー工学序論（⮬）  2   2        

ᇶ
♏
₇
⩦㻌

⛉
┠㻌

化学・生命情報ฎ理演習（情） 1     2       

2 単位 
化学・生命基礎演習 A   1   

2 

䐢 
      

化学・生命基礎演習 B   1   
2 

䐣 
      

ᑓ
㛛
ᇶ
♏
⛉
┠㻌

物理ᐇ㦂 1    3        

㻢 単位 
化学ᐇ㦂 1    3        

化学・生命基礎ᐇ㦂Ⅰ 2      㻢      

化学・生命基礎ᐇ㦂Ⅱ 2       㻢     

解析学Ⅰ  2   2        

㑅ᢥᚲಟ科目

か䜙 3㻜 単位௨

ୖ 

解析学Ⅱ   2   2       

線ᙧ代数学Ⅰ  2   2        

線ᙧ代数学Ⅱ   2   2       

ᚤ分᪉⛬ᘧⅠ  2     2      

ᚤ分᪉⛬ᘧⅡ   2     2     

物理学Ⅰ（力学㻗Ἴື）  2   2 2       

物理学ⅡA（熱力学）   2  2  2      

物理学ⅡB（電磁気）  2    2  2     

物理化学Ⅰ  2   2        

物理化学Ⅱ  2    2       

物理化学䊢   2    2      

無機化学Ⅰ  2    2       

Խ
学
ɾ

ੜ
໋
ܥ
学
科
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科
目
区
分 

科目名 

単位数 毎週授業時間数 b) 

履修基準 必

修 

選択必修 選

択 

1 年 2 年 3 年 4 年 

準必修 a)  春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 

専
門
基
礎
科
目(

つ
づ
き) 

無機化学Ⅱ   2    2      

選択必修科目

から 30 単位以

上 

有機化学Ⅰ  2    2       

有機化学Ⅱ   2    2      

分析化学Ⅰ  2     2      

物質科学  2   2        

基礎化学工学  2    2       

化学工学Ⅰ   2    2      

材料科学   2    2      

生物科学Ⅰ   2  2        

生物科学Ⅱ    2  2       

安全・環境化学   2    2      

化学・生命情報処理基礎   2   2       

基礎生化学   2     2     

現代生物学Ⅰ    2 2        

生物工学Ⅰ    2     2    

医工学    2     2    

関数論    2   2  2    

計測    2   2  2  2  

エレクトロニクス通論    2     2  2  

図学Ⅰ    2  2  2     

応用数学    2     2  2  

応用数学演習 A    2     2  2  

応用数学演習 B    2      2  2 

情報処理概論    2   2      

コンピュータグラフィックス概論    2    2  2  2 

品質管理    2     2  2  

総合応用工学概論    2   2  2  2  

医・工学連携基礎    2    2  2  2 

教

職

関

連

科

目 

生態学遠隔地 

フィールドワーク 
   2   

2

③ 
     

卒業に必要な

単位に算入し

ない。 

履修上限から

除外する。 

GPA に算入し

ない。 

海洋学フィールドワ

ーク 
   2   

2

③ 
     

生態学実習Ⅰ    1     
2

① 
   

生態学実習Ⅱ    1     
2

② 
   

地球科学    2 2        

地球システム論Ⅰ    1    
2

④ 
    

地球システム論Ⅱ    1    
2

⑤ 
    

地球科学実験    2 2        

地質学遠隔地 

フィールドワーク 
   2     2    

a) 履修が義務付けられた科目（ただし，履修登録のキャンセルは認めない）。 

b) 丸数字はタームを表す。 

 

 

 

 

 

 



& � 
 

����� ໬学ᩍ⫱プログラム 

化学 EP 䛻㓄属䛥䜜䛯学生は䠈2 ᖺḟ⛅学ᮇか䜙ጞ䜎る専門科目のᒚಟㄢ⛬䛻よ䛳䛶䠈取得䛷䛝る学位の✀㢮（理学䜎䛯は工

学）䛜␗䛺るの䛷䠈䛒䜙か䛨䜑計⏬を❧䛶䛶ᒚಟすること䛜ᚲせ䛷䛒る。 

 

�����1� 学఩ࡢ㑅ᢥ 

 化学 EP 専門科目の䛖䛱䠈理学系科目のᒚಟ基‽を‶䛯䛧䛯学生䛜䛂学ኈ（理学）䛃䠈工学系科目のᒚಟ基‽を‶䛯䛧䛯学生

䛜䛂学ኈ（工学）䛃を取得䛷䛝る。䛺䛚䠈୧⪅の基‽をྠ᫬䛻‶㊊䛧䛯学生䛻は䠈䛭のᕼᮃを⪃៖䛧䛶୍᪉の学位䛜୚䛘䜙䜜る。 

 

������� ᪩ᮇ༞ᴗ 

 2 ᖺḟᮎ䛻䛚い䛶༞ᴗ䛻㛵わる 124 単位の୰か䜙 11㻡 単位௨ୖを 㻳PA 䛜 4㻚2㻜㻜 ௨ୖの成⦼䛷ಟ得䛧䛯学生は䠈ᕼᮃ䛻よ

り᪩ᮇ༞ᴗ䛜ྍ能䛷䛒る。このሙ合䠈3 ᖺḟ௨㝆䛻༞ᴗ◊✲Ⅰ䠈Ⅱをᐇ᪋䛧䠈䛺䛚か䛴高い 㻳PA を⥔ᣢ䛧䛴䛴ᒚಟ基‽䛻䛒

る༞ᴗせ௳を‶䛯すこと䛜ᚲせ䛷䛒る。ヲ⣽は䠈教ົጤဨ䛻┦ㄯすること。 

 

⾲ �㸫� ໬学 (3 専㛛⛉┠୍ぴ 

⛉
┠
༊
ศ㻌

科目名 

単位数 ẖ㐌ᤵᴗ᫬間数  

ᚲಟ 
㑅ᢥ

ᚲಟ 
㑅ᢥ 

2 ᖺ 3 ᖺ 4 ᖺ ᒚಟ基‽・ഛ⪃ 

᫓ ⛅ ᫓ ⛅ ᫓ ⛅  

化

学

EP

専

門

科

目 

⌮
䩺
ᕤ
ඹ
㏻㻌

化学熱力学 B  2   2      

䛂学ኈ（理学）䛃

䛻は理・工ඹ㏻

と理学系科目⩌

の 㑅 ᢥ ᚲ ಟ 科

目か䜙 12 単位

௨ୖをྵ䜐 2㻜

単位௨ୖ䠈䛂学

ኈ（工学）䛃䛻は

理・工ඹ㏻と工

学 系 科 目 ⩌ の

㑅 ᢥ ᚲ ಟ 科 目

か䜙 12 単位௨

ୖをྵ䜐 2㻜 単

位௨ୖ 

཯応㏿度論 B  2   2      

有機化学䊢  2   2      

材料力学 B  2   2      

分析化学ⅡB  2   2      

⵳エネルギー工学  1   2  2  2 ➨ 4 䝍ーム 

エネルギーኚ᥮熱力学   1   2    ➨ 1 䝍ーム 

エネルギー๰生工学   1  2  2  2 ➨ 㻡 䝍ーム 

エネルギー安全工学   2  2      

エネルギー䝬ネ䝆䝯ント論   2   2  2   

応用電気化学   1    2   ➨ 4 䝍ーム 

化学プロ䝉ス開発計⏬   1    2   ➨ 4 䝍ーム 

⌮
Ꮫ
⣔㻌

結晶学  2   2      

物理有機化学  2    2     

有機合成化学   1    2    ➨ 1 䝍ーム 

固体表面化学  1    2    ➨ 1 䝍ーム 

固体物性化学  1    2    ➨ 2 䝍ーム 

量子化学  2    2     

㘒体化学  2    2     

Ᏹᐂᆅ⌫化学  2    2     

ᕤ
Ꮫ
⣔㻌

㧗ศᏊ໬Ꮫ  2   2      

↓ᶵᅛయ໬Ꮫ  2   2      

➨ ㄽ  1   2  2  2࣒ࢸࢫࢩ࣮࢙ࣥࢳ࣮ࣗࣜࣂ 4 䝍ーム 

᭷ᶵྜᡂ2    1  ࣥ࢖ࢨࢹ    ➨ 2 䝍ーム 

㟁Ẽ໬Ꮫ %  2    2     

㧗ศᏊࡢᶵ⬟  1    2    ➨ 1 䝍ーム 

㧗ศᏊࡢᵓ㐀࡜≀ᛶ  1    2    ➨ 2 䝍ーム 

↓ᶵᮦᩱ໬Ꮫ  2    2     

ᶵ⬟᭷ᶵ໬Ꮫ  2    2     

ゐ፹໬Ꮫᇶ♏ㄽ  2    2     

ᶵ⬟ᛶᮦᩱ໬Ꮫ  2    2     

   ᕤᏛ  2    2  2࣒ࢸࢫࢩ࣮ࢠࣝࢿ࢚

᭷ᶵᕤᴗ໬Ꮫ  1     2   ➨ 4 䝍ーム 

 ࢫࢡࢵ࣑ࣛࢭࣥ࢖࢓ࣇ
⏘ᴗ࡜ඛ➃ᢏ⾡ 

 1     2   ➨ 㻡 䝍ーム 

Խ
学
ɾ

ੜ
໋
ܥ
学
科



C 8 
 

 

 

a) 表 3-1 にある履修基準の「3 年次春学期末までに修得すべき単位数」を満たす、もしくは、3 年秋学期末までに「卒業研究

着手に必要な単位数」を修得する見込みであることを条件とする。3 年秋学期に履修登録できる上限の単位数を全て修得

しても「卒業研究着手に必要な単位数」を満たせない場合、履修は認められない。 

b) 卒業研究Ⅰの単位を修得していることを条件とする。 

c) 卒業研究Ⅰ・Ⅱの代替科目であり，大学院飛び入学予定者に適用される。 

 

 

 

  

 

理
・
工
共
通 

技術者安全・倫理教育 B  1       1 1 第１, 第 4 ﾀｰﾑ 

 

 

 

 

 

       13 単位 

 

 

 

 

化学ＥＰ基礎実験 2     6    

化学ＥＰ特別実験 a) 2     開講 開講   

化学ＥＰ演習Ⅰ 1    2     

化学ＥＰ演習Ⅱ 1     2    

化学ＥＰ演習Ⅲ 1      2   

卒業研究Ⅰ 2       開講 開講 

卒業研究Ⅱb) 3       開講 開講 

化学ＥＰ研究実習Ⅰ～Ⅴ c) 各 1      5   



& � 
 

 

化
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
履
修
系
統
図

語 学 ・ 教 養 系化 学 分 野 横 断 系

生 化 学 ・

分 析 化 学 系 有 機 化 学 系 物 理 化 学 系 無 機 化 学 系 安 全 化 学 ・

化 学 工 学 系 物 理 学 ・ 数 学 ・ 情 報 系

物
質
工
学
と
社
会

図
学

I

総
合
応
用
工
学
概
論

計
測

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
概
論

品
質
管
理

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
通
論

物
理
実
験

物
質
科
学

物
理
化
学

I
物
理
化
学

II
物
理
化
学

III

有
機
化
学

I

分
析
化
学

I

有
機
化
学

II

現
代
生
物
学

I
生
物
科
学

I
生
物
科
学

II

無
機
化
学

I

物
理
学

I

化
学
実
験

化
学
・
生
命
情
報
処
理
演
習

化
学
・
生
命
基
礎
演
習

A/
B

化
学
・
生
命
情
報
処
理
基
礎

化
学
・
生
命
基
礎
実
験

I
化
学
・
生
命
基
礎
実
験

II
化
学

EP
演
習

I

情
報
処
理
概
論

化
学

EP
基
礎
実
験

化
学

EP
演
習

II
化
学

EP
特
別
実
験

化
学

EP
演
習

III

基
礎
生
化
学

無
機
化
学

II

材
料
科
学

分
析
化
学

IIB

有
機
化
学

III

高
分
子
化
学

結
晶
学

無
機
固
体
化
学

材
料
力
学

B

反
応
速
度
論

B
化
学
熱
力
学

B

医
・
工
学
連
携
基
礎

生
物
工
学

I
医
工
学

宇
宙
地
球
化
学

高
分
子
の
機
能

有
機
合
成
化
学

物
理
有
機
化
学

量
子
化
学

電
気
化
学

B
応
用
電
気
化
学

錯
体
化
学

無
機
材
料
化
学

機
能
性
材
料
化
学

触
媒
化
学
基
礎
論

固
体
物
性
化
学

機
能
有
機
化
学

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

シ
ス
テ
ム
論

物
理
学

IIB
物
理
学

IIA

安
全
・
環
境
と
社
会

エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学
序
論

基
礎
化
学
工
学

安
全
・
環
境
化
学

化
学
工
学

I
化
学
プ
ロ
セ
ス
開
発
計
画

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
工
学

応
用
数
学
演
習

A
解
析
学

I
応
用
数
学
演
習

B
解
析
学

II
微
分
方
程
式

II
微
分
方
程
式

I
関
数
論

応
用
数
学

線
形
代
数
学

I
線
形
代
数
学

II

英
語
実
習

外
国
語
実
習
１
・
２

全
学
教
育
科
目

健
康
ス
ポ
ー
ツ
科
目

英
語
演
習

全
学
教
育
科
目

１
年
次

春
学
期

秋
学
期

２
年
次

春
学
期

秋
学
期

３
年
次

春
学
期

秋
学
期

４
年
次

春
学
期

秋
学
期

準
必
修

外
国
語

選
択全
学
教
育
科
目

基
礎
演
習
科
目

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目

選
択
必
修

必
修

必
修

準
必
修

選
択
必
修

選
択

必
修

理
工
共
通

理
学
系

工
学
系

選
択

エ
ネ
ル
ギ
ー
化
学
分
野
教
育
を

構
成
す
る
科
目
は
表

3-
5参

照

卒
業
研
究

I
卒
業
研
究

II

エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
工
学

エ
ネ
ル
ギ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論

エ
ネ
ル
ギ
ー
創
生
工
学

固
体
表
面
化
学

有
機
合
成
デ
ザ
イ
ン

高
分
子
の
構
造
と
物
性

有
機
工
業
化
学

フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

産
業
と
先
端
技
術

技
術
者
安
全
・
倫
理
教
育

B

蓄
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学

エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
熱
力
学

Խ
学
ɾ

ੜ
໋
ܥ
学
科
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(3-3) 化学応用教育プログラム 

(3-3-1) 早期卒業 

2 年次末において GPA が 4.200 以上の成績で修得した学生は，希望により早期卒業が可能である。この場合，3 年次以降に

卒業研究Ⅰ，Ⅱを実施し，なおかつ履修基準にある卒業要件を満たすことが必要である。詳細は，教務委員に相談すること。 

 

表 3－4 化学応用 EP 専門科目一覧 

 

科
目
区
分 

科目名 

単位数 毎週授業時間数 

履修基準・備考 必

修 

選

択

必

修 

選

択 

1 年 2 年 3 年 4 年 

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 

化

学

応

用 

EP

専

門

科

目 

化学熱力学 A  2     2      

反応速度論 A  2     2      

材料力学 A  2     2      

分析化学ⅡA  2     2      

化工数学  2     2      

電気化学 A  2      2     

環境管理学   2      2  2  

分離工学  2      2     

環境工学Ⅰ  2      2  2   

高分子化学  2     2     必修 16 単位と選択必修 

化学安全工学  2      2    科目から 12 単位以上 

流体工学  2     2      

リスク工学  2      2     

反応工学  2      2     

材料強度学  2      2     

エネルギー変換熱力学  1      2    第 1 ﾀｰﾑ 

蓄エネルギー工学   1    2  2  2 第 4 ﾀｰﾑ 

エネルギー創生工学   1    2  2  2 第 5 ﾀｰﾑ 

バリューチェーンシステム論  1     2  2  2 第 4 ﾀｰﾑ 

エネルギー安全工学  2     2      

プロセスシステム論  1       2   第 4 ﾀｰﾑ 

安全・環境工学   1      2   第 4 ﾀｰﾑ 

化学プロセス開発計画   1      2   第 4 ﾀｰﾑ 

微粒子工学Ⅰ   1      2  2 第 4 ﾀｰﾑ 

微粒子工学Ⅱ   1      2  2 第 5 ﾀｰﾑ 

応用電気化学   1      2  2 第 4 ﾀｰﾑ 

エネルギー材料学   1      2  2 第 4 ﾀｰﾑ 

無機材料化学   2     2     

触媒化学基礎論   2     2     

エネルギーシステム工学  2      2  2   

エネルギーマネジメント論   2     2  2   

固体表面化学   1     2    第 1 ﾀｰﾑ 

固体物性化学   1     2    第 2 ﾀｰﾑ 



& �� 

㼍) ༞ᴗ◊✲Ⅰ・Ⅱの代᭰科目䛷䛒り䠈኱学㝔㣕䜃入学ண定⪅䛻㐺用䛥䜜る。 

㼎) ༞ᴗ◊✲Ⅰの単位をಟ得䛧䛶いることを᮲௳とする。 

᭷ᶵᕤᴗ໬Ꮫ  1  2  ➨ 4 䡼䡬䢍 

ࢫࢡࢵ࣑ࣛࢭࣥ࢖࢓ࣇ

⏘ᴗ࡜ඛ➃ᢏ⾡
 1  2  ➨ 㻡 䡼䡬䢍 

技術⪅安全・೔理教育 A 1 1 1 ➨䠍㻘 ➨ 4 䡼䡬䢍 

機械装置設計・製図 2  4 

化学応用 EP ᐇ㦂Ⅰ 2 㻢 

化学応用 EP ᐇ㦂Ⅱ 2 㻢 

化学応用 EP 演習Ⅰ  1  2 

化学応用 EP 演習Ⅱ  1  2 

化学応用 EP 演習䊢  1  2 

化学応用 EP 演習䊣  1  2 

化学応用 EP ◊✲ᐇ習Ⅰ䡚䊤 㼍)  1  㻡 

化学応用 EP ◊✲ᐇ習䊥䡚䊩 㼍)  1  㻡 

༞ᴗ◊✲Ⅰ 2 開講 開講 

༞ᴗ◊✲Ⅱ 㼎) 3 開講 開講 

Խ
学
ɾ

ੜ
໋
ܥ
学
科

4

yanagihara.k-rjp
線
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 ໬学ศ㔝ᩍ⫱について࣮ࢠࣝࢿ࢚ �����

 

エネルギーを䠈安全䠈ప䝁スト䛷環境䛻㐺合䛧䛯᪉ἲ䛷安定౪⤥することは䠈ᣢ⥆ྍ能䛺社会と㇏か䛷質の高い生άをᐇ現䛧

䛶い䛟ୖ䛷኱ษ䛷す。䛭の䛯䜑䛻は䠈エネルギーの生⏘䠈流㏻䠈ᾘ㈝の各ẁ㝵䛻䛚䛡る㟂⤥をᢕᥱ䛧䠈エネルギーのバ䝸䝳ー䝏

䜵ーン (E㼂㻯) を᭱㐺化䛧䛯システムを構⠏すること䛜ᚲせ䛻䛺り䜎す。ᑗ᮶の水素社会のᐇ現䛻ྥ䛡䛶䠈᪂つ技術䛺䛹䛻よるエ

ネルギーの安定化䛻は䠈水素製造䠈エネルギーの㍺㏦・㈓ⶶ䠈ḟୡ代発電・⵳電技術䛺䛹 E㼂㻯 を構成する各ẁ㝵䛻䛚䛡るせ素

技術 （電解プロ䝉ス䠈触媒プロ䝉ス䠈⇞料電ụ䠈各✀電ụ䠈䜻䝱䝟シ䝍䠈構造材料䛺䛹） 䜔安全䛻化学䛜኱䛝䛟㛵୚䛧䛶い䜎す。 

エネルギー化学分㔝教育䛷は䠈化学・生命系学科の化学 EP・化学応用 EP の専門ㄢ⛬を学䜆とと䜒䛻䠈䛭䜜を基礎と䛧䛶䠈

E㼂㻯 を構成する᭱先端の化学ⓗせ素技術の素㣴を㌟䛻䛴䛡䠈䛥䜙䛻エネルギーシステム全体をಠ▔䛷䛝るᗈいど㔝を⋓得する

ことを目ⓗと䛧䛶い䜎す。 

化学 EP 䜎䛯は化学応用 EP 䛻ᡤ属する学生は䠈い䛪䜜䜒 EP のᶆ‽教育ㄢ⛬とと䜒䛻䠈ᮏேのᕼᮃ䛻より䠈表 3㸫㻡 の科目⩌

か䜙構成䛥䜜るエネルギー化学分㔝教育の䜹䝸䜻䝳ラムをᒚಟすること䛜䛷䛝䜎す。この䜹䝸䜻䝳ラムをᒚಟすることは䠈エネルギー

化学分㔝䛻㛵㐃する༞ᴗ◊✲の基盤と䛺り䜎す。エネルギー化学分㔝教育のಟ஢基‽を‶䛯䛧䛯䜒の䛻は䠈༞ᴗ᫬䛻䠈学位グ

とはู䛻䠈ಟ஢ドをᤵ୚䛧䜎す。 

 
 

⾲ �㸫� ࣮ࢠࣝࢿ࢚໬学ศ㔝ᩍ⫱ࢆᵓᡂࡿࡍ⛉┠ 

エネルギー化学分㔝教育科目 

全学教育科目 (⮬↛科学系)䈂  エネルギーバ䝸䝳ー䝏䜵ーン (E㼂㻯) せ素技術科目䈃 

エネルギー工学序論 安全・環境と社会  無機材料化学 触媒化学基礎論 

   固体物性化学 エネルギー๰生工学 

エネルギー化学基礎科目䈃  応用電気化学 エネルギーኚ᥮熱力学 

化学熱力学 A㻛B 電気化学 A㻛B  ⵳エネルギー工学 固体表面化学 

཯応㏿度論 A㻛B 物理化学 㻵㻵    

   エネルギーシステム科目䈃 

バ䝸䝳ー䝏䜵ーン科目䈃  化学プロ䝉ス開発計⏬ エネルギー安全工学 

バ䝸䝳ー䝏䜵ーンシステム論 エネルギー䝬ネ䝆䝯ント論  エネルギーシステム工学  

䈂䠖全学教育科目䠗 䈃䠖化学 EP・化学応用 EP 専門科目（A は化学応用 EP ྥ䛡䠈B は化学 EP ྥ䛡） 

 

 

 

 ‽ಟ஢ᇶࡢ⫱໬学ศ㔝ᩍ࣮ࢠࣝࢿ࢚

エネルギー化学分㔝教育のಟ஢基‽と䛧䛶ḟの䐟か䜙䐢を඘㊊䛧䠈䐠か䜙䐢の合計 1㻤 単位௨ୖをಟ得すること。 

䐟 化学 EP 䜎䛯は化学応用 EP のᒚಟ基‽の඘㊊ 

䐠 全学教育科目(⮬↛科学系) 䛂エネルギー工学序論䛃䠈䛂安全・環境と社会䛃か䜙 2 単位௨ୖ 

䐡 エネルギー化学基礎科目 䛂化学熱力学 A㻛B䛃䠈䛂཯応㏿度論 A㻛B䛃䠈䛂電気化学 A㻛B䛃㻘 物理化学 㻵㻵 か䜙 㻤 単位 

(A は化学応用 EP ྥ䛡䠈B は化学 EP ྥ䛡) 

䐢 バ䝸䝳ー䝏䜵ーン科目㻘 エネルギーバ䝸䝳ー䝏䜵ーン科目㻘 エネルギーシステム科目の୰か䜙合計 㻤 単位௨ୖ 

  

Խ
学
ɾ

ੜ
໋
ܥ
学
科
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(4) バイオ教育プログラム 

(4-1) 成績の扱い 

成績の順位付けには GPA を用いる。ただし，GPA が等しい場合は，GPT(grade point total = (GP単位数))の高い方を上位

とする。 

 

(4-2) 早期卒業 

2 年次末の GPA が 4.000 以上の学生は，希望により事前審査を経て 3 年次から特別なカリキュラムを受けることができる。さら

に，3 年次の秋学期末時点ないし 4 年次の春学期末時点で卒業要件を満たした場合，早期卒業することができる。詳細は，教務

委員に相談すること。 

 

表 4－1 バイオ EP の履修基準 

科目群 

1 年次末まで

に 修 得 す べ

き単位数 

2 年次末まで

に 修 得 す べ

き単位数 

3 年次末まで

に 修 得 す べ

き単位数 

卒業に必要

な単位数 

全
学
教
育
科
目 

基礎科目 
人文社会系科目  4 4 4 

自然科学系科目 
（準必修科目を履

修済みであること） 
4 4 4 

外国語科目 

英語科目  6 6 6 

初修外国語 a)  2 2 2 

外国語科目小計 4 8 8 8 

健康スポーツ科目  
選択 2 単位ま

で 

選択 2 単位ま

で 

選択 2 単位ま

で 

全学教育科目小計 10 22 26 30 b) 

学
部
教
育
科
目 

基礎演習科目  2 2 2 

専門基礎科目 必修 － 5 5 5 

専門科目 必修 －  3 3 

専門基礎科目 選択必修 
6 8 12 18 

専門科目 選択 

専門基礎科目 バイオ EP 研修 － － － 8 

学部教育科目小計  45 79 94 c) 

合計 32 70 109 124 

 

a) 外国人留学生は日本語科目 2 単位を代替できる。 

ｂ) 放送大学科目の履修科目のうち，全学教育科目の基礎科目 2 単位まで，初修外国語科目 2 単位までが卒業に必要な単位

に算入することができる。ただし，再履修科目に類似した科目や本学で類似の科目を開講していない科目の履修に制限する。

卒業要件に含める目的の放送大学科目の履修にあたっては事前に化学•生命系学科の教務委員に相談すること。 

ｃ) 94 単位中 2 単位については，所属外 EP，本学の他学科，他学部，ならびに単位互換協定を結んでいる他大学で修得した 1

科目 2 単位を充てることができる。ただし，教職に関する科目は，これに充てることはできない。 

 

 

 



& �� 
 

����� ༞ᴗ◊✲ࡵࡓ࠺⾜ࢆにᚲせ࡞せ௳ 

バイ䜸 EP ◊ಟⅠ䡚䊩䛜༞ᴗ◊✲䛻┦ᙜする。こ䜜䜙䛻╔ᡭする䛻は表 4䠉1 䛻♧す䛂2 ᖺḟᮎ䜎䛷䛻ಟ得す䜉䛝単位数䛃䛚

よ䜃䛂3 ᖺḟᮎ䜎䛷䛻ಟ得す䜉䛝単位数䛃の基‽をཎ๎と䛧䛶‶䛯䛥䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺い。䛺䛚䠈バイ䜸 EP ◊ಟ 㻵䡚㼄 のᒚಟ䛻䛒䛯

䛳䛶は◊✲指導教ဨ䜎䛯は教ົጤဨ䛻┦ㄯすること。 

 

⾲ �㸫� ࢜࢖ࣂ (3  ඲学ᩍ⫱⛉┠㸪学部ᩍ⫱⛉┠୍ぴࡢ

 

⛉
┠
༊
ศ㻌

科目名 

単位数 ẖ㐌ᤵᴗ᫬間数 
ᒚಟ基‽ 

(ഛ⪃） ᚲಟ 
㑅ᢥ

ᚲಟ 
㑅ᢥ 

1 ᖺ 2 ᖺ 3 ᖺ 4 ᖺ 

᫓ ⛅ ᫓ ⛅ ᫓ ⛅ ᫓ ⛅ 

඲
Ꮫ
ᩍ
⫱㻌

⛉
┠㻌

物質工学と社会(⮬)  2  2        

(‽ᚲಟ科目)（㼍） 安全・環境と社会(⮬)  2  2        

エネルギー工学序論(⮬)  2  2        

ᇶ
♏
₇
⩦

⛉
┠㻌

化学・生命情報ฎ理演習（情） 㻖1    2       

2 単位௨ୖ 

㻥4 単位 

௨ୖ 

化学・生命基礎演習 A  㻖1   2       

化学・生命基礎演習 B  㻖1   2       

ᑓ
㛛
ᇶ
♏
⛉
┠㻌

䩺
ᚲ
ಟ㻌

化学・生命基礎ᐇ㦂Ⅰ 㻖2     㻢      

㻡 単位 化学・生命基礎ᐇ㦂Ⅱ 㻖2      㻢     

化学ᐇ㦂 㻖1   3        

ᑓ
㛛
⛉
┠㻌

䩺
ᚲ
ಟ㻌

バイ䜸専門ᐇ㦂 㻖3       㻥    3 単位 

ᑓ
㛛
ᇶ
♏
⛉
┠㻌

䩺㑅
ᢥ
ᚲ
ಟ㻌

生物科学Ⅰ  2  2        

1㻤 単位௨

ୖ 

生物科学Ⅱ  2   2       

現代生物学Ⅰ  2  2        

現代生物学Ⅱ  2   2       

生物工学Ⅰ  2    2      

་工学  2      2  2  

分子生物学  2     2     

生化学  2    2      

⸆学概論  2      2    

生命科学◊✲᪉ἲ論  2       2   

バイ䜸䝯䜹ニクス  2       2   

ᑓ
㛛
⛉
┠㻌

䩺㑅
ᢥ㻌

バイ䜸基礎ᐇ㦂   㻖2  2  2  2   

⣽⬊と組織   2    2     

᳜物分子生理学   2   䕻2  䕻2  䕻2  

㑇ఏ子工学   2    2     

発生生物学   2     2    

᳜物科学Ⅰ   2   䕺2  䕺2  䕺2  

᳜物科学Ⅱ   2    䕺2  䕺2  䕺2 

⣽⬊㑇ఏ学   2     2    

ே工⮚ჾ   2      2   

生物工学Ⅱ   2    2     

材料力学 A   2    2     

材料力学 B   2    2     

ᑓ
㛛
ᇶ
♏
⛉
┠㻌

䩺㑅
ᢥ
ᚲ
ಟ㻌

バイ䜸 EP ◊ಟⅠ  㻖2       4  4 

㻤 単位௨ୖ

(༞ᴗ◊✲

䛻┦ᙜ䚸 

1㻜 単位䜎䛷

ᒚಟྍ） 

バイ䜸 EP ◊ಟⅡ  㻖2       4  4 

バイ䜸 EP ◊ಟ䊢  㻖2       4  4 

バイ䜸 EP ◊ಟ䊣  㻖2       4  4 

バイ䜸 EP ◊ಟ䊤  㻖2       4  4 

バイ䜸 EP ◊ಟ䊥  㻖2        4  

バイ䜸 EP ◊ಟ䊦  㻖2        4  

バイ䜸 EP ◊ಟ䊧  㻖2        4  

バイ䜸 EP ◊ಟ䊨  㻖2        4  

バイ䜸 EP ◊ಟ䊩  㻖2        4  

Խ
学
ɾ

ੜ
໋
ܥ
学
科
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科
目
区
分 

科目名 

単位数 毎週授業時間数 
履修基準 

(備考） 必修 
選択

必修 
選択 

1 年 2 年 3 年 4 年 

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 

専
門
基
礎
科
目
・
選
択 

物理実験   *1 3        （修得推奨） 

94 単位 

以上 

解析学Ⅰ   2 2        

 

解析学Ⅱ   2  2       

線形代数学Ⅰ   2 2        

線形代数学Ⅱ   2  2       

微分方程式Ⅰ   2   2      

微分方程式Ⅱ   2    2     

関数論   2   2  2    

物理学Ⅰ   2 2 2       

物理学ⅡA   2 2  2      

物理学ⅡB   2  2  2     

図学Ⅰ   2  2  2     

計測   2   2  2  2  

エレクトロニクス通論   2     2  2  

応用数学   2     2  2  

応用数学演習 A   *2     2  2  

応用数学演習 B   *2      2  2 

情報処理概論   2   2      

コンピュータグラフィックス概論   2    2  2  2 

品質管理   2     2  2  

総合応用工学概論   2   2  2  2  

医・工学連携基礎   2    2  2  2 

物質科学   2 2        

基礎化学工学   2  2       

化学工学Ⅰ   2   2      

材料科学   2   2      

安全・環境化学   2   2      

物理化学Ⅰ   2 2        

物理化学Ⅱ   2  2       

物理化学Ⅲ   2   2      

無機化学Ⅰ   2  2       

無機化学Ⅱ   2   2      

有機化学Ⅰ   2  2       

有機化学Ⅱ   2   2      

分析化学Ⅰ   2   2      

分析化学ⅡB   2    2     

化学熱力学 A   2    2     (A/B の重複履

修不可)(b) 化学熱力学 B   2    2     

反応速度論 A   2    2     (A/B の重複履

修不可)(b) 反応速度論 B   2    2     

基礎生化学   2    2     

 

有機工業化学   1      1   
ファインセラミックス 
産業と先端技術 

  1      1   

高分子化学   2    2     

電気化学 B   2     2    

化学・生命情報処理基礎   2    2     



& �� 
 

 

⛉
┠
༊
ศ㻌

科目名 

単位数 ẖ㐌ᤵᴗ᫬間数 

ᒚಟ基‽ 

(ഛ⪃) ᚲಟ 
㑅ᢥ

ᚲಟ 
㑅ᢥ 

1 ᖺ 2 ᖺ 3 ᖺ 4 ᖺ

᫓ ⛅ ᫓ ⛅ ᫓ ⛅ ᫓ ⛅ 

ᑓ
㛛
ᇶ
♏
⛉
┠
䪮
ᩍ
⫋
㛵
㐃
⛉
┠
䪯
䩺
㑅
ᢥ㻌

生ែ学㐲㝸ᆅ 

䝣䜱ール䝗䝽ーク 
  㻖2   

2 

䐡 
     

㻳PA 䛻

算入䛧

䛺い。 

༞
ᴗ
䧵
ᚲ
せ
䧴
㻥4
༢
఩
䧵
ྵ
䨈
䧴
䧐
䦽㻌

海洋学䝣䜱ール䝗䝽ーク   㻖2   
2 

䐡 
     

生ែ学ᐇ習Ⅰ   㻖1     
2

䐟 
   

生ែ学ᐇ習Ⅱ   㻖1     
2

䐠 
   

ᆅ⌫科学   㻖2 2        

ᆅ⌫システム論Ⅰ   㻖1    
2

䐢 
    

ᆅ⌫システム論Ⅱ   㻖1    
2

䐣 
    

ᆅ⌫科学ᐇ㦂   㻖2 2        

ᆅ質学㐲㝸ᆅ 

䝣䜱ール䝗䝽ーク 
  㻖2     2    

 

(㼍) ᒚಟ䛜⩏ົ௜䛡䜙䜜䛯科目（䛯䛰䛧䠈ᒚಟⓏ㘓の䜻䝱ン䝉ルはㄆ䜑䜙䜜䛺い）。 

(㼎) 化学熱力学 A㻛B 䛚よ䜃཯応㏿度論 A㻛B は䛭䜜䛮䜜㔜」ᒚಟをㄆ䜑䛺い。 

(㼏) ୸数字は䝍ームを表す。 

㻖 ᒚಟⓏ㘓ୖ㝈単位数䛻ྵ䜎䜜䛺い科目 

䕻അ数ᖺ度開講科目 䕺ወ数ᖺ度開講科目 

  

Խ
学
ɾ

ੜ
໋
ܥ
学
科
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